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改革改善
の考え方

①問題
点

全体としては新規参加者も増加しており、十数年にわたって参加されている方も多く、高齢者の期待の高い事業である
が、参加者の減少が著しく費用対効果から存続が難しい会場もある。

②改革
提案

参加状況に一定の基準を設け、それに満たない会場は事業中止とする。

事業内容・目
標達成状況

介護予防事業として内容の充実を図っており、参加者の満足度も高い。

総事業費①+② 22,594 10,481 21,660 9,570

4,000 3,600

臨時職員所要時間 400

一般財源 2,778 3,510 2,800 3,301

人件費計（千円）② 14,304 13,304

正規職員所要時間

起債

その他 2,404 3,040 2,423 2,680

2,072 2,621 2,089 2,392

県支出金 1,036 1,310 1,044 1,197

事業費計（千円）① 8,290 10,481 8,356 9,570 介護保険会計による地域支援事業のなかの介
護予防事業
国25％　県12.5％　市12.5％　１号保険料22％
２号保険料28％

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　ロコモティブシンドロームの予防のため、高齢者に適した運動を実施す
る。
２　認知症予防として、交流、歌唱、レクリェーション、工作等を実施する。
３　参加者間の交流を深め、社会的孤立感の解消と社会参加の機会とす
る。

1 参加者数
2 教室開催数

1 実人員　1,499人
   延べ人員　15,768人
2　　1,526回

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

６５歳以上の高齢者を対象に、閉じこもりによる心身の機能低下を防ぎ、認知症や筋力低下等により、
要介護状態になることを予防する事業。
住み慣れた地域の集会所や公民館等で月１～4回実施。
各地区まちづくり委員会、ボランティア等の協力を得て、高齢者を支える地域づくりの一端を担う。

成果
指標

対象者の中でいきいきリハビリ事業に参加している高齢
者の割合　　％

14 14 14 14

成果
指標

いきいきリハビリ参加者の中で、基本チェックリスト（生活
機能評価）の点数が維持または改善した人の割合％
22年度から、いきいきリハビリ参加者の中で生活の楽しみ
になっている人の割合％に変更

98 100 98 98

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

安心して暮らせている高齢者の割合

75歳以上高齢者人口
（介護保険認定者を除く）

11092意図（どういう状態
にするか）

心身機能の低下（老年症候群）を防ぎ、健康寿命の延伸
を図る

目
的

対象（誰・何を）
7５歳以上の高齢者

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 35 高齢者福祉の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 保健課 H27係等名 保健指導係 H26係等名 保健指導係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 6 終了
事務事業名 いきいきリハビリ事業

会計 介護保険
13 36

事業種別 政策

3 施策№ 35 事業№


